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近fトガースターピソ叫掴ほ性別勺規模で一缶速に刷卓しつつあるこ′什一機作凧土‖1斗1H甥崩大のカI､スタービ

ンメーカーであるアメリカGE社とJ与同製r脂定を結び,力■■スタービンの製作体制を齢ヒした〔∵′

新しくGE杜で開発されたパッケージ形ガスタービンほ,従来のこの種の原動掛こ対する概ノなを乍く一朗す

る画期的設計になるもので,今後わが同においても,その砧劇了り大が予測せらj‾しているものであるぐノ

本文は,このパッケージ形ガスターピソの概要を糾介し,あJ)せて二,三の仙什例について述べたもので

ある｡

1.緒 言

一志力の濡要形態の近代化に対処して,あるいは一般産業の設備合

射ヒの一環として,新しい原動機としてのガスタービンの特長を/1三

かした利用方法が各所で検討され,′謡要増加が見込まれている0一

般産業にあってはベースロードあるいは非常用電力として,またポ

ンプ,コソプレッサなどの駆動機として,その特長が生かされる｡電

力会社にあってほピークロードr｢1,へき地発電凧 非常用,さらにま

たコンバインドサイクル川としてガスタービンの応用範囲ほ仏いrノ

l卜立製作所ほ,これまで多年にわたるガスタービンに関する稚々

の基礎研究の成兇をもとに,脈利39咋,他界最大のガスターピノ

メーカーであるアメリカGE祉と共同蓉竺作協定を締約し,確†叶たる

拳法作体制を弓鞋えた｡この‡劫漣ほいわばl_lヨ際分業｢l勺性格を付するもの

で,ガスタービンの州転.･■月;分はGE什で製作し,その他の榔分を11

､土製rF怖が製作し乍体の取りまとめを行なうものである｡

この協定によって二劇堤酢のlリl避による生産費の低減とIi‾川二に,

口､■/瀾作所で納人する機㍑拝もGE杜で大量に生産される機語注も,全

く向じf言鮒ヰと性能とを肺えることになる｡

2.実績 と 特長

GE祉でほ5方貼をこえる航空†iけェットエンジンの製作維験と

技術をもとに,陸別ヘビーデューティIj;1放サイクル形ガスタービン

の開発を行ない,1949年に第一-ぢ一枚として3,500kWガスタービン

をBelleIsle発`竜所に納入以来,1964年までに出力1,000HP以上

のガスターピソ約400台を納入している｡これは世界中のガスター

ビン台数の%に相当し,世界最大の実績を示すものである｡

弟1表は1964年までの用途別納入内訳である｡

次に,これらのガスタービンの延運転時間についてみるとすでに

8万時間以上運転しているものが20台を越え,5万時間以_L運転

しているものが約200台に達し,その信軒度ほ99.5プgときわめて高

い値を示している｡

弟1図はアメリカ内の電力会社用ガスタービンの受注実績を年度
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第2図14,000kWパッケージ形ガスタービンプラント

別に′Jミしたものである｡,この表からわかることほ1959咋む態とし

てGE祉のガスタービンは飛膵的に受拝見が脾大していることであ

る｡これほ後に述べる画期的な設計書こなる/こッケージ形ガスタービ

ンの開発に払うところが大きく,完全に標叩ミ化されたこのノミッケー

ジ形ガスタービン叫宕要は現在,【吐界的な規模で増大しているし一

策2図ほニューヨーク市郊外約100マイルのGreenportにある

LongIsland電力会羊=こ所属する最新の14,000kWノ㍉ソケージ形ガ

スタービンの外税である｡この発電所の特長ほ完全自動化され,′肘

噂無人で系統負荷が増大して川渡数がある的以卜1こ低卜した場今に

仁1勃起勤し,系統電力を確保するものである｡このほか,本社(約

100-アイル離れたHicksvilleにある)からの遠隔操作によっても起

動軌上ならにび負荷の制御が吋能である｡

パッケージ形ガスターービンの侍長を要約すると次のとおりで

ある｡

(a)充子如こ必要ないっさいの機㍑注力ミ/ミッケージの小に心さめら

ー1-



1520 昭和40年9月 立

第3図/､ッケージ形カースク【ビン模型

れており,冷却水,捕機用電源などの外部からの供給ほま

ったく不要である｡ トー

(b)わずかの敷地面積しか必要とせ

ず,建崖は不要であ～)移設も容易 l

にできる｡同容量の発電所であれ

ば従来の蒸気プラントの約1/10

の敷地があれば十分である｡

(c)運転は完全に日動化されておf),

ワンマンあるいはノーマンコント

ロールができる｡また,極端な急

速起動,あるいは負荷変動に耐

える｡

(d)製作工場で完全な組た,試運転を

行ない,そのままの姿で現地輸送

されるので据付期間を著しく短縮

できる｡
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第5図11,250kWパッケージ形ガスタービン
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3.′くッケージ形ガスタービン

第3図ほパッケージ形ガスタービンの模型を,また弟4図ほその

配置を示したものである｡これほ制御パッケージ,タービンパッケ

ージおよび発電機パッケージよりなり,さらに標準付属機器として

吸排気ダクト,消音装f賞ならびに駐外式メタルクラッドスイッチギ

ヤが含まれている｡

現在もっとも需要の多い14,000kWユニットのパッケージ概略寸

法ほ長さ24m,幅3.2m,高さ3.8mである｡

3.】御制パッケージ

制御パッケージにほ運転に必要ないっさいの制御および指示装置

が納められている｡このプラントほ遠隔無人運転を主眼に設計され

たものであるが,現場の制御室でも運転することができ,そのため

に必要な装揮および計器を備えている｡制御パッケージほ通常ター

ビンパッケージと-･列に並べて配荷されるが,ベースほ分かjlでお

り,別の位掛こ置くこともできる｡

制御パッケージのなかにほ一般にタービン盤,発電機盤,監視装

紆のほか電動機制御装置,蓄電池および充電器などを備えている｡

3.2 タービンパッケージ

タービンパッケージはタービンおよび補機の二つのコンバートメ

ソトに分かれているが,これらは共通のベース上に装備されている｡】

補枚コンバートメソトにほ補枚類駆動用歯車,起動用ディーゼル,

制御空気装置,冷却水装置,潤滑油装置,燃料装置および制御装

置などが設けられている｡タービンコンパートメントにはガスター

ビン本体が設けられ,負荷ほ排気室側に接続される｡作動空気ほ消

音装匿を通った後,補機およぴタービンコンバートメソトの中間に
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第4図 バッケーージ形ガスタービンプラントの配置

ある空気取入宅に導かれる｡このコンパートメントの換気ほユダク

列こよって行なわれ,タービン運転中,弓内が適当な温度に快たれ

るようになっている(〕また,タービンおよび補椀コンバートメソト

にほ火災報知器および消火装置を備え,万一の場合に対処している｡

3,3 発電機パッケージ

発電機パッケージには減速装荷,発電枚,励磁楼,界磁遮断器,

拭抗器および冷却乍気フィルタが設けられている｡発電機とメタル

クラッドスイッチギヤの間は一休のブスダクトでつながれている｡

これらの制御,タービンおよび発電機パッケージの建良三ほ鉄骨構

造で作られて_おり,これによって組_､ヒ式の屋根がささえられてい

る｡なお,軒1=にクレーンを使用するために屋根は容易に取りはず

せる構造になっている｡

第5図はDelaware P()WerandIノight CompanyのWilmington

発電所11,250kWパッケージ形ガスタービンを示したものである｡

4.タービン本体

ガスタービン本体は,従来の蒸気タービンとは通ったガスタ･一ビ

ンのみが有する特長を十分に生かした柄造としてある｡

葬る図はフレームサイズ3,再生式ガスタービンの断面図を示

す.｡フレームサイズとほモデル形式を示すものでフレームサイズ3

は大略6,000kW前後の容量のものである｡この形には一軸機およ

び二軸機があり,二軸機にほ単サイクルならびに再生サイクル機が

ある｡

第7図ほフレームサイズ5,ガスタービンの断面図を示す｡この形

ほ容量10,000kWから16,0001(Wの問をカバーするものでバッケー

- 2 -
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ジ形ガスタービンの標準機種として現在もっとも需要が多く,今摸

も]三ブJ機待として推奨されるものである.)タービンは肝紡機,燃焼

㍑詩,タービンおよび付属機器.とりなり,共沌ベース_卜に鵬仁1けられ

ている｡

次に策8図はフレームサイズ8,ガスターービンの断面図をホす｡こ

の形は連続定格34,000kWでトil機解義としては応人のものである｡

このフレームサイズ8は二軸機で節1段クーービンで什二桁繚を騙勅

し,第2段タービンで負荷を馬区勅するよう

になっている｡なお第2段のノズルは負荷

によって角畦および血積が変えられるよう

になっている｡

4.】圧 縮 機

応効率,多段他流■引1Tl行の忙縦機ほ乍気

ル封l勺にりこ速やサージングを梯ノ川1える｡と

う広楓川で摺転できるょうにな/)ている(｡

ロータは1段ごとにf‾[1∴げ〔〕れたディス

クを油しボルトで締め付けて机み丁7二てる構

う拉である｡このボルトはおの二rゴののディス

クのボルトフランジ何の摩擦によってト′L

クの任さ達を子fなうのに十)ナな‾ノブで締め付け

が?+二なわれる∩ また,終ディスクの心Hし

ほ小心溺のほめfTいにエって碓つ三に行なわ

JLるr-､こ川よロータのバランスのた〟)ばか

りでなく,什縦機が高効ヰくを発作するため

iこ賀頂のl椰ザきの適Il三伯を快打するうえに

もきわめて範要なものである｡

終デトスクほ糾ウニてらJt.る抑こ静的バラ

ンスがとられ,糾､■(後の7ンバランス巌な

姑小に抑えでrゴく｢)糾‾-∫(後ほ精解/ミランス

斗き抑こよ一,て1こ乍な動的バランスがと仁〕れ

ている._1

肝鮒機梨は,剛プノ向･ダブテールでディス

クに州足される.〕この奨ほextrusi()n法と

呼ばれる特殊鍛造法で鞋せ造さJL,呪瓜 静

繋のすべてが,また助平も㌃〔米のミー】ノン

グ拭か仁)このextrusi(_)n法に′ユ.速に`Ⅰ■′■ほ換

え仁)Jtている〔,このノナ法む採川することに

rL/ノ,て従来エりも,より機械的頻度の高い
照付な行ることが可能であり,r｢11時に契素

材を節減することが可能となっている｡舞

9図ほミーリング法とextrusi()n法による

巽製造過件の比較を示したものである｡

第9Lズ†肝鮒機巽製造過ネ■iモ

ビ ン と そ の 応 用 1521

圧鮒機中賓ほ円筒形で水平に分割されるようになっており,静巽

ほセグメントになったブレードリングに植込まれ,これらのブレー

ドリングほ中主仰向‖仰のみぞにほ〟)こまれている｡こJ′tらのりソ

グほ‾r-fi宅からまわLて,容易に取F)汁けことができるr)

肝縮される窄㌔もの一▲弛ま庁桁楼の中途段落より抽気されノズルや

タービンディスクの冷却とラビリンス祁のシーリング川として川い

られる‥舞10図は?た気によるタービン冷却系統をホす.-J
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第11Lズl燃 枕 詩話l勺 令‾キー

⊥と

第12何 ターービン_hよびJ仁術隙ロータ

4.2 燃焼器系統

ガスタービンの作劇流体である窄去もは燃焼控詩で燃料を燃焼させる

ことに√】こり加熱される｢,燃糾土,燃料ノズルにより外燃焼器l勺にIl上■‡

射さルー-･.､祁の′′巨気と江己介して燃焼する｡､残りの咋1もほ,終燃焼㍑:壬の

燃焼ガス流路方向に打ト,て順次流人し,冷却のr川】な行なう.て､この

ため燃焼ガ'スほタービンノズル前で適当な粘度となるr†二〕調摸さ

れる(=)

起動時の∴■､(火は2佃あるいほ,それ以1二の燃焼片:一手で高何点火川斐

川㍑詩で好什された電鰐川こよりノ､Ⅰこく火せんを川いで電㌔川勺に7fなJ)Jt

るい 火炎は燃焼器連結管により他の燃焼語工手に伝J)る｢､石火後は,燃

焼ほそれ11身で継続し,点火せんはl′1動的にリlき込まれる｡

火炎検｢H掛よ着火が確実に子fなjっjt,燃焼が継続して行なわれて

いることの検出に川いド)れる｡この指示は′起動l‖Ⅰ路,退晰七._l二び仁子

り･灯に噂かれている｡

燃焼熱ま多て11一形でフレームサイズ3は6･丁斤,5は1()的,フレーム

サイズ8は外爺二号†桜帆勺筒多‡け7｢多で12丁けよりな/,ている｡lノ1仁和こは

l耐熱耐食件の高い309S(25Cl･-12Ni)ステンレス鋼が--▲般にj机､ら

れ,特に高温川としてほRA333あるい(土II呈1Ste】l()y XがJ‾l‾Jいら

れる｡

弟11図ほ燃焼矧勺筒をホす｡

4.3 タ ー ビ ン

タービンほ高エネノしギー形に揺するもので乍熱落差を2段落で汁j

化するようになっている｡このため,ノズルで大きな温度降lごがf至上

ド)jt動翼を含むロータの温度レベルを低く保つことが可能である｡

このことは逆にいえば第一段動翼の許糾温度が定めFノれている場

令,タ叩ビン入l-l,すなわちノズル前の温度を高くとることがで

き,ターピソ効率を上昇させるのに有効である｡

ディスクはCr-Mo-Ⅴ鋼あるいはフェライト系鍛鋼にTimkenの

リムを桁接Lたものよりなり,什桁機ロータと川じく1段ごとに鍛

,志＼
＼し

評 論

l

節47巻 第9 弓･

第13Lズ】 タービン冴吉1段動学琶

節14LXlタービン第1段ノズル

造しfトトげに)れたものをボ′しトによって航介されたものである｡こ

のような構造とすることによi)ディスクの中心部まで既の良い均一

な糾織の材料とすることができる｡またタービンロータはきわ㍍)て

過酷な偵川条件にも十分耐え得るよう粍々の非破壊検杏が実施され

るほか,高札柑il勺での過速試験ならびに遷移温性以下の低温状態で

の過速ふじ験をノ長施して,材料に欠陥のないことを確認し,同時にデ

ィスクの中心孔祁を---･J■粥降伏させることによぎ),+j謂ミにきj)めて高

い切線応ソJや熱疲づJに耐え得るようになっている｡,

舞12図ほロータな,舞13図はフレームサイズ5に†口い仁)れる第

1段襲名ご示す｡これは通常M-252(54Ni-19Cr-10Mo-10Co)ある

いほUdilllet500の精密鋳造により造られる｡巽ほロングシャンク

と呼ばれるものでガスにふれるプロヒル部分とディスクにはめ込ま

れるダブテー/し椰分との閃に温度低減のための柄の部分を設け,こ

の.､`;=【;分を空気で冷却することによりダブテール部の温度レベルを‾F

げ,したがって許容応力を高めている｡実測によるとプロヒル底部

とダブテール田J■耶との問には約100℃の温度降下が認められてい

る｡またプロヒノLの頂r糾よ小?たとしてダブテール部に作用する遠心

ノJを減じ同時に畢伯閃げきのガスの漏えいを抑制する効果をもたせ

ている｡

次に第1段ノズルにほ耐熱,耐酸化性のほか,耐熱疲労の大きい

Ⅹ-40(55Co-25Cr-10Ni-7.5W)あるいはⅩ-45が川いられ,ノズル

リングほ全周10仰の精据鋳造されたセグメントより組みi■.亡てられ

ている｡各ノズルほ中空でなかを冷却空気が流れる構造となってい

る(〕このような構造とすることによf)第1段ノズルの保`二■i‥,点検,

交換ほきわめて才子易に行なわれる｡

第14図ほ筍1段ノズルを示す｡
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第16周 油性お.tびfl荷り〕rl±佃柿間との閏休

4.4 制 御 系 統

舞15図はタービン制御系統L文一である..タービン速度あるいはf′1

何の制御ほ電気油肝式調速機により丁】ilj御される燃料制御弁の調幣に

よって行なわれる(⊃ この制御弁はタービン排気縦度がある伯山Ⅰ二に

なった場合,あるいは排気狙雌の変化がある定められた渕今山上に

なった場合にも燃料量を制限するようになっている｡

調速機は電瑞油圧式であF),3梢6俸の調速機発電機iこより速度

信号を出し,この交流の信り･は乍波燕流されガスタービン速射こ比

例した直流電庁に変換される√〕排気ガス氾度て別御は排気ダクトに眼

f)付けられた12仰の熱電対により信一ぢ一がソ･えらJLる｡､この12ノ1(の

†請iチを平均し,増幅して位程の信号に変換する(

なお,保安装粁として下.了山こ対比する巻きi｢く亡ろご節えている.

過 速 度

排ガス温度輿-.r打トナl-･

振!助 過 多

潤滑油圧低‾F

澗沿拍子J誌度上界

炎 †■F■j減

火 災 報 知

5.自動起動および停止方式

パッケージ形ガスタービンの特長の一･つは起動時口刀カミ常しく短い

(通常10分以1ノづ)こと,ならびにこの起動操作および仲山操作が完

今に日動化せられていることである(二,人間が行なうのは起動ボタン

を押すだけで,このボタンも現地椴あるいは遠隔からの操作が=r能

であり,それ以降の柁作ほすべてl′l勅｢伽こ順次に行なわれる′.

弟1る図は起動曲線の代表例を示す｡

日動運転はスピードリレーと時限継電旨詩の組介せで行なわれる∩

これによりタービン制御装件の燃料制限器と蔽度制御器の機能が生

かされている｡第17図はこの11勃起動および行J卜の刊瞑を説明し

袖仙川ト｢∴■7■`逆虹
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たものであるr.

停l卜する場介も仲l卜信り･を入れるとf′しイ1;f叫鳩少,発掘機のl‖一路IjFl,

燃料流読減少心よび遮帆 帥肋帥ポンプ,ターニング矧】ソ仁の起動な

どがすべてl′一助仙に子J■`■なわJしる(=.

る.音に つ い て

ガスタービンほ一般に音が大きいと考えられているが,口うトGE

パッケージ形ガスタービンは芹に対して特に拝意深い考慮が払われ

ており,パッケージの外壁そのものが防音壁たになっている｡さらに

吸排気ダクトに椚‾汀装荷を椴り付けることにより‾許しく斉な咋純し

ている｡

計両にあた/)ては実際にガスターービンを設h㌧'たする場所に応じて打子

吉装荷の数を哨補している｡

弟柑図は/くッケージ形ガスタービンプラントから約60111矧;れた

場所での芹の1三洲｢げiであるし､.

7.燃 料

このガスタービンは気体燃料あるいは液体燃料が佐川叫能であ

る｡気体燃料としては天然ガス,コークス炉ガス,水性ガス,発/1二

炉ガス,分解ガス,坑l勺ガスなどが使用できる｡また,液体燃料と

しては輯納,灯油,ナフサ,_屯帥あるいほ拐(仙などを用いることが

できる｡いずれのJ弟榊こも燃料小の灰桝こよる腐食あるいi土什前む
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第2表 燃料 ガ ス の 規格

日 止 評 論

燃料

第47巻 第9号

不

純

物

固形物

最高沈降速度

飽和点以上の水

ガソリン蒸気

ナフタリンガス水化物

<30ppm

35cm/min以上 <1.0%

60cm/min以上 <0.1%

<0.25プ`

<15cc/Nm3

15℃降下で凝縮しない

拝鮎慌

`空気入｢‾l

舛低2岸

タービン 卓=1Jf

プ在1も ?､哨

発 熱 量 2,700～45,000kcal/Nm3

第3表 燃 料 油 の 規 格

成 分

Na

Mg

Ca

Pb

S

総状ク〉含有il;二

制 限 条 件

Ⅴが30ppm以上:<10ppm(希望<5ppmう

Ⅴが30ppm以卜:Na/V<0.3rNa<5ppmなら不要)

3.5>Mg/V>3.0

く10ppm

<5ppm

く5%

く10,000ppm

(Ⅴ<2pplllな↓ニ_〉不要)

(希当上<5ppmノ

ー希望<2ppm)

防11一二しガスタービンの運転保′､一j:に女障をきたさないLtう燃抑こ対す

る触桁を甜ナている｡

第2表ほ日i｢く-GEガスタービン川燃料ガス,第3表ほ燃料榊=ニ

対する規格を抜抑Lて′Jミしたものである{1

8.ガスタービンの応用

これまで述べてきたようにガスタービンは蒸気タービンとはまた

異なった種々の特長を持っており,これらの特長を巧克に利川した

侍々の応川例がある｡

まず,電力会社用としてほ,ピーク発電川,へき地発電凧非.常用

および蒸;もタービンプラントとの併合サイクル用などである｡この

ほか同期調相磯とピーク地坪とを兼ね合わせたガスタービン駆動発

電機が最近f†三日されている｡また臆業川としてほベース負荷川,非

常川などであり,特に電力と同時にプロセス蒸ちもを必要とする場合

ほ廃熱ボイラと組み合わせることによ/,て.き才)めて総柄件の高い

プラントとすることができる｡〕

以トーニ,三の応川例についてj並べる.｢

臥l廃熱ボイラによる熱回収

ガスタービンの排気は400～450℃と商況であるので,ガスター

ビンをピーク負荷用あるいは非常用などの利川率の低い所に用いる

場合以外は,なんらかの方法で廃熱の回収を図ることが望ましい｡

廃熱回収の方法としては

再生サイクル

廃熱ボ イ ラ

直 接 利 川

などがあり,ここでは臼家用火力などで最も応用櫨の高いと思われ

る廃熱ボイラによる熱回収について述べる｡

舞19図に示すように廃熱ボイラで熱阿収を行ない蒸気を発生す

るもので,この蒸気をプロセス川あるいは蒸気タービン駆動川とし

て使川するものである｡

たとえば10MW級のガスターピソでは,発/卜茶気量は30､35

t/1-となり熱効率は約60%前後になる｡プロセス蒸気が不要の場合

には,廃熱ボイラで発生した30､35t/hの蒸気を役水タービンに

導き,約4,00OkWの発電を行なうこともできる｡また,廃熱ボイ

ラに追加燃料を入れて,発生蒸勺毛最に伸縮性を持たせることもfir能

である｡

舶ポ
灘イ

弟1ミクーーヒニ用

+恥

一一.-;｢¶○---一TJl′1毒/rイ､】

第19図 廃熱ボイラによる熱回収

第20図 廃熱ボイラ付パッケージ形ガスタービン

第21図 パ ワ ー ブ ロ ッ ク

弟20図はパッケージ形ガスターピソと偉勲ボイラと石ご組み合わ

せた実施例である｡

8.2 パワーブロック

パッケージ形ガスタービンのピーク£′川f川に対するイナ利性に前】1

し,系統解量が大きい場合のピーク処fr州1として開発されたものが

パワーブロックである｡パワーブロックほ第21図に示すように標

準化されたパッケージプラントを復数個誰F昌二し,あたかもクロスコ

ンパウンド形タービンと同じように一つのユニットとして運転制御

を行なうものである｡

パワーブロックの構成ユニットの送電端出ノJは,大嶺氾性15℃.

大気肝力l･033kg/cm2al)S,時15,600lくWであ√),4千丁とした場今

の合計FH力ほ62,400kWとなる｡このパワーブロックほ運転制御の

而で,他の大容量発電設備に見られない柔軟性をもっている｡たと

えば起動後10分間で同期投入ができること,運転が現場でも遠隔

ー 6 -
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第22凶 パワーブロックの起動曲線

でも行なえること,無負荷連続適転が叫能であり,しかも100%負

イ榔こ上昇させるのに通常2分間でよく,運転中の負荷を自動的にプ

ログラム制御できることなどである｡

第22図ほ/ミワープロックの起動特性を示すものである｡

8.3 コンバインドサイクル

ガスタービンを蒸気タービンプラントに射みf‡わせて佐川する,

仰†けラントは高温部をガスタービンに低温部を蒸気タービンに受

持たせて,おのおのの特長を生かL-,プラントとして蒸気タービン

で‖r能なl句そ界をこえて一段と熱効率を増大させるものである(〕

この併川プラントほ大別して

廃熱回収サイクル

排去も燃焼サイクル

過給ボイラサイクル

の三通りあり,併川によって得られる効率の向上率は第23図に示

すとおりである｡

今日,もっとも実川性のあるものは,排去む燃焼サイクルで,この

プラントは恭気タービンの出力の約1/6～1/8程度の臼りJのガスター

新 案

登録新案弟741237号

風 量 調 整 用

この考賀は,臥六のごとく調節リンク4を軸方向に移動したとき,

ヒ‾ソ8によって係介された伐作腕6が軸7を巾心にLて回勤し,そ

の立J詣掛こ取り付けらjlた可動案内羽根2を,ケーシング5の内側に

同定された固定案I勺羽根1の円錐部にそって移動させるようにして

いる･｡こうして,この考案ほ取り扱う凰罷が人きい場如こほ,弟2図

に示すように,叫動案内羽根2を固定案内羽根1の円錐部にそって
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第23凶 コンバインドサイクルによる効率の向上

ビンを使Jfjして,ガスタービンの排包もをボイラの燃焼川空気しとして

使用する｡

この伸二月の効果は,蒸気タービンプラントにたとえると,新鋭巾

熱火力プラントを超臨界肝カプラソトにしたときに生ずる差に和1-う

する利益がある｡

9.緒 言

以_【二,Fl立--GEパッケージ形ガスターービンの射う介と,その二,三

のん仁用例について述べた｡

ガスタービンはこjtからの新しい原動機として,今後,わがl如こ

あっても各力面にん仁和されてゆくものと予測されている｡〕特に燃

料,糧九 プロセス損気などの条件からガスターービンを設帯するこ

とが望ましいと思われるプラントほ数多くあると考えられ こJしドノ

のおのおのの場合についてさらに需要家と神川ミにわたる検討を加え

てゆきたいと考えている｡

紹 介

大 谷 巌

案 内 羽 根

固定案内羽収1に入り込ませ,風旨が′トさい場丁†にほ,第3図にホ

すように,吋勘案l勺胡椒2を同左案lノづ羽根1のl=lj錐部から繰り出L.

旋回角度αを大にする｡Lたがってこの考案によれは,案内羽触が

直線部と,円弧部との連続性を保持Lながら,フアン胡供への流人

角を調整することができるので,風量調整のさいに,渦流損が増加

するのを防止することができる｡ (木口)
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